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問題 

コロナ禍によって、大学ではオンライン授業が

行われた。オンライン授業で学生はカメラをオフ

にしがちだが、オンにすることを求められること

も多い。発言者の顔が見える方が、情報はより伝

わりやすいのだろうか。 

伝達感とは「互いに情報を正しく共有できてい

ると感じているかどうか」、一方、伝達度とは「話

し手の発話内容が、その意図通り、正確に相手に

受け取られたかどうか」を表す(杉谷,2010)。さら

にメッセージの内容は「感情的情報」と「道具的

情報」の 2つに分けられる。感情的情報伝達とは

「話し手が自分の感情を相手に伝えようとする

ようなメッセージ」で、それに対し、道具的情報

伝達とは「自らの感情が無関連な客観的事実など

を伝えようとするコミュニケーション」である

(杉谷,2008)。本研究では、上記 2種類の情報につ

いての伝達感と伝達度を検討する。 

 

方法 

同意を得られた大学生・大学院生 28名(各群 14

名 7 組)を 2 人 1 組にし、カメラオン群とオフ群

に分けた。Microsoft Teams にて、一方を話し手、

一方を聞き手にして「最近読んだ本、見たアニメ・

映画等のストーリーがある作品」について 5分間

対話させた。その後アンケートに回答させた。  

伝達感に関して、感情的情報伝達は「気持ち・

感情がきちんと伝わった(伝わってきた)と思いま

すか？」、道具的情報伝達は「作品の内容やストー

リーがきちんと伝わった(伝わってきた)と思いま

すか？」の 2項目を評価してもらった。 

伝達度に関して、感情的情報伝達は「その作品

を気に入っている」「その作品を悲しいと思って

いる」といった 10 項目に回答を求めた。道具的

情報伝達は「作品のタイトルは何ですか？」「物語

の序盤は主人公はどんな状況・状態ですか？」と

いった 10 項目に回答を求めた。なお、実験は所

属大学の倫理審査委員会の承認を得て実施した。 

結果 

感情的情報伝達において、カメラオンの時の方

が伝達感が高くなる有意傾向があった（図 1）。一

方、伝達度は、道具的情報伝達・感情的情報伝達

の両方で有意差がなかった。つまり、カメラオン

でもオフでも伝わりやすさは同等であった。 

考察 

伝達度について、2 つの群の違いは、視覚的な

非言語コミュニケーションの情報が利用できる

かどうかである。大坊(1998)は、非対面場面は対

面場面に比べて「無意図的、感情的な機能を主に

担う非言語的コミュニケーション手段が少ない

ので、相手との間にある話題自体の吟味への関心

が集まり、相手の言動の意図を敏感に把握しよう

とする傾向が強くなる」と指摘している。視覚的

な情報があってもなくても聞き手が言語情報に

注意を向けて理解しようとすれば、話し手が話す

内容は十分に伝わることが示唆された。 
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